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平成 30年度 厚生労働行政推進調査事業費補助金（肝炎等克服政策研究事業） 
分担研究報告書 

 

肝炎医療コーディネーターの肝疾患診療連携拠点病院事業おける貢献 

に関する研究 

研究分担者  井上 泰輔 山梨大学医学部第一内科 講師 

       坂本 穣  山梨大学医学部付属病院肝疾患センター 病院教授 

研究協力者  中山 康弘 山梨大学医学部付属病院肝疾患センター 特任講師 

       有薗 晶子 山梨大学医学部付属病院肝疾患センター 看護師 

       石黒 博子 山梨大学医学部付属病院肝疾患センター 看護師 

浅山 光一 山梨県福祉保健部健康増進課 課長補佐 

 

研究要旨 

2009 年に山梨県において全国に先駆けて養成を始めた肝炎医療コーディネーターは現

在全都道府県で養成がおこなわれるまでに発展し、2017 年には厚生労働省から「肝炎

医療コーディネーターの養成及び活用について」が発出されている。しかし実際の役割

や機能は明確でなく、全国で統一された活動指針はなかった。そうした中 2017 年度の

本研究班分担研究で我々が肝炎医療コーディネーターの活動状況の実情をアンケート

調査したところ、コーディネーターとしての自覚の元で実際に活動しているとの回答は

11%と低率であった。一方で各種肝疾患拠点病院事業において相談員や講師として積極

的に参加している事例も多数確認されたため、本年度も継続して活動内容を調査した。

その結果、拠点病院内および院外での相談業務における相談員、コーディネーター養成

講座や患者・家族対象の肝臓病教室での講師、Ｃ型肝炎治療終了者サポート事業での指

導員等の役割で実際に知識を生かして活動していることが確認された。全国的な肝炎医

療コーディネーターの活動指針として共有していくことが望まれる。 

 

Ａ．研究目的 

ウイルス肝炎対策において患者の受検、

受診、受療に繋げるため、また行政等で導

入してきたさまざまな医療制度を的確に

患者へ発信するため、2009 年に山梨県に

おいて全国に先駆けて養成を始めた肝炎

医療コーディネーターは現在全都道府県

で養成がおこなわれるまでに発展し、

2017 年には厚生労働省から「肝炎医療コ

ーディネーターの養成及び活用について」

が発出されている。しかし実際の役割や

機能は明確でなく、全国で統一された活      

 

 

動指針はなかった。そうした中 2017 年度 

の本研究班分担研究で我々が山梨県の肝

炎医療コーディネーターの活動状況の実

情をアンケート調査したところ、コーデ

ィネーターとしての自覚の元で実際に活

動しているとの回答は 11%と低率であっ

た。一方で各種肝疾患拠点病院事業にお

いて相談員や講師として積極的に参加し

ている事例も多数確認されたため、本年

度の活動内容を調査し今後の全国的な肝

炎医療コーディネーターの活動指針の構

築に繋げることを本研究の目的とした。 
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Ｂ．研究方法 

山梨県の肝疾患診療連携拠点病院であ

る山梨大学医学部付属病院・肝疾患セン

ターの事業活動として2018年度におこな

った各種相談業務と、コーディネーター

養成講座等での講師等、さらに山梨県で

開始しているＣ型肝炎治療終了者サポー

ト事業での保険指導における、山梨県で

認定された肝炎医療コーディネーターの

活動状況を調査した。 

 

Ｃ．研究結果 

1．肝疾患相談支援業務 

1)山梨大学医学部付属病院医療福祉支援

センター内に相談窓口を開設。通年の月

～金 10：00～16：00 に医師 1 名、相談

員（看護師・肝炎医療コーディネーター）

1名が常勤、他 4名が兼任で対応。2018 年

度（～2019 年 1 月末現在）713 件の相談

中、医師の対応を必要としたのは 6 件

（0.8%）のみであった。 

2)院内肝ぞう・がん相談会 

2018 年 10 月 16 日（火）、11 月 6 日（火）、

12 月 18 日（火）、2019 年 1 月 16 日（水）、

2月 20 日（水）5回開催。 

対応者：肝炎医療コーディネーター2 名

（看護師、社会保険労務士各 1名）、弁護

士 1 名、職業安定所相談員 1名 

相談者：計 11 名 

 

3)肝臓なんでも（無料）相談会(院外) 

第 1 回 2019 年 1 月 26 日（土） 

会場：ホテル春日井（笛吹市） 

対応者：肝炎医療コーディネーター4 名

（保健師、社会保険労務士、臨床検査技師、

薬剤師各 1名）、医師 1名、弁護士 1名 

相談者：18 名 
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第 2 回 2019 年 3 月 10 日（日） 

会場：アピオ甲府（甲府市） 

対応者：肝炎医療コーディネーター5 名

（保健師、社会保険労務士、臨床検査技師、

薬剤師、栄養士各 1 名）医師 4 名、弁護

士 2 名 

相談者：42 名 

 

2．肝炎医療コーディネーター養成事業 

1）コーディネーター養成講習会 

2018 年 11月 15日（木）～12月 13日（木） 

会場：山梨大学医学部臨床大講堂 

4 日間、合計 8 講義、うち 3講義で肝炎医

療コーディネーター4名（保健師 1名、看

護師 1 名、医療行政職 2 名）が講師を担

当 

受講者：35 名 認定者：33 名 

2009 年度からの合計認定者：384 名 

 

2）肝炎医療コーディネーター研修会 

2018 年 12 月 1日（土） 

会場：アピオ甲府（甲府市） 

パネルディスカッション「肝炎医療コー

ディネーターの在り方」に肝炎医療コー

ディネーター5名（看護師 1名、医療事務

職 2 名、医療行政職 1 名、職域 1 名）が

パネラーとして参加 

出席者：37 名 

 
3．肝臓病教室の開催 

拠点病院での患者・家族を対象とした教

育・啓発活動 

2018 年 8月 30 日（木） 

会場：山梨大学医学部付属病院消化器病

棟カンファレンス室 

テーマ：肝疾患と腹水・浮腫 

肝炎医療コーディネーター2名（病棟看護

師 1名、臨床検査技師 1名）、医師 1名が

講演と質疑応答 

参加者：16 名 
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4．Ｃ型肝炎治療終了者サポート事業 

 

山梨県でＣ型肝炎に対する医療費助成受

給者のウイルス排除後の定期通院継続指

導のため 2017 年 10 月から開始。希望者

に受診票を発行し、山梨大学医学部付属

病院でファイブロスキャンによる肝硬度

および脂肪化の測定を無料でおこない、

肝炎医療コーディネーター2 名（看護師）

が受診継続の指導を担当。 

申込数：601 名 検査受検数 236 名 

236 名中 30 名（11.7%）が定期通院から脱

落していたが、本事業へ参加し、コーディ

ネーターの指導を受けることにより通院

再開へと繋がった。 

 

Ｄ．考察 

2018 年度に山梨大学附属病院肝疾患セ

ンターがおこなった多くの事業に専門性

の異なる多職種の肝炎医療コーディネー

ターが参加していた。通年で常設されて

いる相談窓口へは年度途中まででも 700

件を超える相談数があったが、そのほと

んどを事務職員と看護師のコーディネー

ターで対応可能であり、医師の関与が必

要であったのはわずか 6 件（0.8%）のみ

であった。病院内・外で開催した相談会へ

は保健師、看護師、社会保険労務士、臨床

検査技師、薬剤師、栄養士と非常に多彩な

専門性に加えて養成講習とその後のスキ

ルアップ事業参加により肝疾患の知識を

合わせ持つコーディネーターが参加して

いた。通常の外来受診で患者・家族が接す

る医師や看護師ではカバーしきれない幅

広い相談へ対応可能であった。 

コーディネーター養成講習会の講師と

して開設当初の 8 講義中 6 講義は医師が

担当し、1名の行政職が 1講義、1名の看

護師が 1 講義であったが、今年度は医師

がおこなう講義は 5 講義に減り、認定コ

ーディネーターを含む 2 名の看護師が 1

講義、コーディネーターの医療行政職が

中心に認定者の保健師や患者団体の代表

が参加する形が 2 講義と多彩な内容と変

化していた。この背景にはウイルス肝炎

に対する医療費助成事業等の制度に年々

改正点があること等、肝臓専門医以外の

専門職がより深く関与できる領域が増加

しているためと考えられる。したがって

今後も行政による重症化予防対策や職域

の関与する仕事と治療の両立支援等の新

たな取り組みが必要な状況が増加するこ

とを考えれば、より多彩な肝炎医療コー

ディネーターを多数育成することが医師

のみでは困難な肝疾患患者や家族へのよ

り望ましい対応へと繋がると期待される。 

今後コーディネーターの実際の活動状

況を具体的にまとめて全国的な活動指針

の確立へと発展させるべきである。 

 

Ｅ．結論 

肝炎医療コーディネーターは2018年度

山梨大学附属病院肝疾患センター事業へ

多数が参加しており、多彩な専門性を背

景に医師のみでは対応困難な状況で患

者・家族へ関与していたことが確認され

た。具体的な活動事例を蓄積し、全国的な

活動指針作成に繋げることが必要である。 

 

Ｆ．研究発表  

１．論文発表 

坂本 穣、榎本信幸  【肝癌撲滅に向
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けた我が国の取り組み・厚労省、地方自

治体、拠点病院の連携】山梨県の取り組

み 肝炎コーディネーターの育成. 消化

器・肝臓内科 3巻 3号 P303-309.2018 

 

２．学会発表 

坂本 穣、井上泰輔、榎本信幸. 肝疾患の

疫学・自然史と診療連携体制の方向性 

肝発癌抑止を目指した肝炎診療体制と地

域を包括した総合的取り組み. 第54回日

本肝臓学会総会 パネルディスカッショ

ン2. 肝臓(0451-4203)59巻Suppl.1 Page 

A124(2018.04) 
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